「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び

事業効果
	〇　大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会北河内ブロックから大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体にホームレス巡回相談指導事業を委託して北河内７市で実施している。本市におけるホームレス数は、平成16年度末は20名であったが、平成25年１月実施の「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）」では３名まで減少しており、事業開始時からみると一定の成果をあげている。

〇　緊急一時宿泊事業については、巡回相談員との連携をとりながら新たにホームレスとなりうる者に対して有効な施策として活用し、成果をあげている。


	課題・問題点
	〇　北河内ブロック全般のホームレスの特徴として、長期化・高齢化傾向にあり居宅生活や就職を希望しない者、医療受診を拒否する者が一定数含まれ、自立支援への課題となっている。

〇　路上生活者の抱えている問題が金銭面や健康面のみならず多岐に亘る事から各分野の専門家との連携が必要である。

〇　緊急一時宿泊事業においては、当初４施設で実施していたが、平成24年度途中から２施設に減少した。今後施設数をどうするか検討していく必要がある。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	今後とも大阪府の実施計画に基づき、国、大阪府、市町村との連携のもとに施策を推進する必要がある。
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